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かわらミュージアム施設指定管理者業務仕様書 

 

 かわらミュージアム施設の指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、この仕様書

によるものとします。（なお、本仕様書は協定書に付属する仕様書とします。） 

 

1  趣旨 

本仕様書は、近江八幡市かわらミュージアム条例（以下、「条例」という。）及び同条

例施行規則（以下、「施行規則」という。）に定めるもののほか、指定管理者が行う業務

内容及び履行方法の詳細について定めます。 

 

2  管理運営に関する基本的な考え方 

かわらミュージアムは、「八幡瓦を中心とした瓦技術と文化、歴史を後世に伝え、郷土

愛を育み、もって市の教育、芸術、文化、観光等の振興を図ること」を目的に設置され、

常設展示等による八幡瓦の紹介、かわら焼き体験による瓦文化の普及等により市民の福

祉の増進を目指します。従って、管理運営においては、次に掲げる項目に沿って実施し

てください｡ 

(1)  施設の設置目的に基づき、適切な管理運営を行ってください。 

(2)  施設利用者の安全確保を第一としてください。 

(3)  施設の効率的・弾力的な運営を行ってください｡ 

(4)  適切な広報を行うなど、施設の利用促進を積極的に図ってください｡ 

(5)  利用者にとって快適な施設であることに努めてください｡ 

(6)  市民や利用者の意向を十分に反映した魅力ある自主事業を実施し、市民サービスの

向上に努めてください｡ 

(7)  個人情報の保護を徹底してください。 

(8)  近隣住民や関係事業者と良好な関係を維持してください。 

(9)  ごみの削減、省エネルギー、CO2削減等の環境に配慮した運営を行ってください。 

(10)  自治体ＤＸ推進に沿った運営を行ってください。 

(11)  その他、施設の設置目的を達成するために市長が必要と認める業務を実施してくだ

さい。 

 

3  法令等の遵守 

施設の管理運営にあたっては、次の各号に掲げる法令等を遵守してください｡なお、指

定管理期間中に関係法令に改正があった場合は、改正された内容を遵守してください｡ 

また、指定管理者が独自に、施設の管理運営に係る各種規程等を作成することもでき

ます。その場合は、事前に市と協議を行ってください。 

(1)  地方自治法（第２４４条、第２４４条の２） 
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(2)  近江八幡市かわらミュージアム条例及び同条例施行規則 

(3)  文化財保護法 

(4)  近江八幡市伝統的建造物群保存地区保存条例及び同条例施行規則 

(5)  近江八幡市公の施設指定管理者の指定手続等に関する条例及び同条例施行規則 

(6)  近江八幡市暴力団排除条例 

(7)  個人情報保護関係法令（個人情報の保護に関する法律など） 

(8)  労働関係法令（労働基準法、最低賃金法など） 

(9)  施設、設備、備品等の維持保全関係法令（消防法など） 

(10)  その他管理運営に適用される法令等 

 

4  管理運営の基準 

管理運営を行うための基本的事項は、次のとおりです。 

(1)  管理範囲 

 図面１のとおり 

(2)  開館時間 

ｱ  開館時間  午前９時００分から午後５時００分まで 

ｲ  施設の利用時間 同上 

※ただし、指定管理者が、市民サービス向上や利用者の利便性向上に有効と判断する

ときは、市の承認を得て開館時間または使用時間を変更することができます。 

(3)  休館日 

ｱ  毎週月曜日(月曜日が国民の祝日に関する法律(昭和 23年法律第 178号)に定める休

日である場合は翌営業日) 

ｲ  １２月２９日から翌年１月３日までの日 

ｳ  ｱ､ｲの規定にかかわらず、５月、６月、１０月及び１１月は、休館日を設けない。 

※ただし市の承認を得た場合は、休館日に開館し、又臨時に休館日を設けることがで

きます。 

 

5  業務内容 

指定管理者は、条例の規定に基づき次の業務（以下「管理業務」という。）を行ってくだ

さい。 

(1)  施設及び設備（以下「施設等」という。）の使用の許可に関する業務 

ｱ  条例第１１条に規定する施設の使用許可申請の受付及び使用許可を実施してくだ

さい。なお、条例第１１条第４項の各号に抵触した者、又は明らかに抵触すると認

められる者に対しては、利用の許可をしないでください。 

ｲ  施設の設置目的に合致しない使用許可申請が提出された場合は、速やかに市に報告

してください。市が使用の可否を判断します。（指定管理者では目的外利用の許可

は出来ません。） 

ｳ  電話、ＦＡＸ、Ｅ－Ｍａｉｌ等での問合せや施設利用者への対応（助言、指導、案
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内、打合せ等）を行ってください。 

(2)  施設等の維持管理に関する業務 

ｱ  施設等の適正な維持管理を行ってください｡ 

①  保守点検業務 

・施設等の日常点検、法定点検、定期点検、検査等を適切に行い、施設等の維持

に必要な保守管理を行うとともに、利用者からの意見・要望を管理面に反映し

ながら、利用するのに支障のない状態に維持してください｡ 

・日常点検については、市と協議した内容を定めた点検マニュアルや点検チェッ

クシートに基づき実施してください。 

・次の対象設備等は必ず保守を行ってください｡ 

  電気設備関係…消防設備・機械警備設備・自家用電気工作物・空調設備 

  施設建築関係…自動扉開閉装置・ＥＶ設備・焼成炉 

②  営繕保守業務 

・営繕保守業務として、当館は瓦の伝承を目的とした伝統的な風合い・意匠を持

った建物・施設であるため「瓦の破損・色彩の変調への対応及び植栽の手入れ、

安全清潔で快適な環境を保つ」よう努めること。なお本業務従事者は、資料館

及び旧西川家住宅と兼務することができます。 

③  修繕業務 

・本施設には伝統的建造物群保存地区内の指定建物があり、指定管理者が単独の

判断で修繕できない部分もあるため、市文化財担当職員に確認し指示を受け

てください。 

・修繕が必要な箇所を発見した場合、事前に必ず市に実施内容及び見積り金額

を報告のうえ、市の方針に基づき対応してください。 

・市が修繕の必要があると判断した場合、速やかに修繕を実施してください。 

・見積り金額が１件につき１０万円（消費税及び地方消費税含む）を超える場

合、市で再見積りをする場合があります。再見積もりの結果、市の見積り額が

安価である等の場合、市が修繕業者を指定する場合があります。 

・年度途中で、修繕費の合計が   円（消費税及び地方消費税含む）を超過し

ようとする場合は、速やかに市に報告してください。以降の修繕は、市と指定

管理者で協議のうえ実施可否を判断します。なお、修繕基準額を超過する額は、

原則、市が負担することとします。 

・修繕費の使用用途は、以下の通りとします。 

施設の修繕費（大規模な施設修繕（躯体工事、外壁工事など）は除く） 

備品等の修理・交換費（高額な備品（舞台照明、音響設備など）は除く） 

備品等に係る消耗品の補充・交換費 

・指定管理料で賄った設備や備品等の所有権は、市に帰属するものとします。 

④  施設周辺保全業務 

・施設周辺の樹木の植栽及び植栽地内の美観維持、また地域住民への防犯協力

のため剪定、除草、害虫駆除、その他施設周辺の保全のための業務を定期的に

実施してください。 
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⑤  その他 

次の業務については、別紙に準じて実施してください。 

管理業務１：清掃業務 

管理業務２：警備保障業務 

管理業務３：受電設備等保安管理業務 

管理業務４：消防設備管理業務 

管理業務５：昇降機（エレベーター）保守点検業務 

管理業務６：自動扉保守点検整備業務 

管理業務７：空調機保守点検整備業務 

管理業務８：焼成炉維持管理業務 

ｲ  光熱水費（精算について定めるものを除く）、電話代、消耗品費（備品等に係る消耗

品は除く）、施設等の維持管理に必要な保守委託費等は、指定管理者の負担としま

す。 

ｳ  備品の管理 

・市は、別表１に示す備品等を指定管理者に無償で貸与します。 

・指定管理期間中、指定管理者は貸与された備品等について常に良好な状態を保つ

ものとし、備品台帳を作成のうえ、数量、利用場所、利用状況等を適正に管理し

てください。 

・備品や備品に係る消耗品等が経年劣化等により使用不能となった場合は、速やか

に市に報告のうえ、「５-（２）-ｱ-③修繕業務」に従って対応してください。 

・備品等が指定管理者の故意や過失等により使用不能となった場合は、原則、指定

管理者にて当該備品等に相当する額を弁償、又は同等の機能及び価値を有する代

替品を調達してください。また、その場合の備品等の所有権は市に帰属するもの

とします。 

・施設の利用状況等から利用頻度が低く、必要性の薄い備品については、市と指定

管理者の合意のうえ廃棄できるものとします。 

・指定管理料で賄った備品等の所有権は、市に帰属するものとします。 

・所有権が市に帰属する備品等を購入した場合、購入日、品名、税込単価、数量を

市へ報告してください。必要に応じて市から備品シールを交付します。指定管理

者は対象の備品への貼付をお願いします。 

・所有権が市に帰属する備品等を廃棄した場合、備品番号、廃棄日を市に報告して

ください。 

(3)  利用料金の徴収等に関する業務 

ｱ  施設の利用者が支払う利用料金は、指定管理者の収入とします。 

ｲ  利用料金の額については、指定管理者にて設定してください。設定にあたっては、

事前に市の承認を得てください。利用料金は、条例に定める額を限度額とした範囲

内において、設定してください。 

ｳ  利用料金の減免または加算については、指定管理者にて設定してください。設定に

あたっては事前に市の承認を得てください。対象とする範囲については、条例に定

める範囲は必ず設定することとします。金額については、条例に定める額を限度額
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とした範囲内で設定してください。また、新たな対象範囲および金額を設定しても

構いません。減免または加算による利用料金収入の増減については、指定管理料に

見込んでいるものとし、補填等の措置は行いません。 

ｴ  徴収した利用料金については、必要な帳簿を作成し適正に管理してください。 

ｵ  不当要求防止にかかる責任者を選任し、対処できる体制を設けてください。 

 

(4)  設置目的の達成に資する事業に関する業務 

ｱ  八幡瓦を中心とした瓦文化の普及振興に関すること 

・瓦の歴史や製作技法・芸術性などを紹介する事業を企画し、実施することによっ

て瓦文化の地域での普及振興、情報提供等を行ってください。 

ｲ  瓦関連の問い合わせ等に関すること 

・電話又は来館での瓦等に関する質問や問い合わせがあった場合、関係機関への紹

介など親切に対応してください。なおこの場合も、学術専門的な内容については

十分な予備知識なく独自に回答せず、質問内容を正確に記録し市文化財担当職

員に委ねてください。ただし、簡易な内容については事前研修を行い、説明等で

きるようにしてください。 

ｳ  指定管理業務として実施いただく事業 

・次の事業を実施してください。なお、実施に係る費用は、指定管理料に含むもの

とします。 

事業１：体験工房を利用した作品作成事業 

・体験工房は、年間１２０日以上開設してください。ただし、諸事情により

開設できないことが見込まれる場合は、市と事前協議してください。 

・体験工房の使用料とは別に、粘土代・送料等の実費相当額を徴収できます。

ただし、市の事前承認を得てください。 

事業２：常設展及び企画展示室における展示  

    ・企画展示室で行う企画展示を年５回以上行ってください。ただし、市が

行う瓦等の調査・研究・整理・保存の成果を発表する展示会等を行う場

合は、優先的に施設を使用できるよう協力してください。なお、指定管

理者が行う展示内容及び所蔵品の入れ替え等については市と協議して

ください。 

(5)  自主事業に関すること 

ｱ  本仕様書に記載する業務（以下、「指定管理業務」という。）のほか、指定管理者が

自らの創意工夫やノウハウを活かし、市民サービス向上及び利用者の増加に寄与で

きる特別な展覧会など市民福祉の向上に寄与できる事業（以下、「自主事業」とい

う。）を企画し、実施してください。 

ｲ  自主事業実施にあたっては、「3  法令等の遵守」に記載の法令のほか、次の法令に

ついても遵守してください。 

・著作権法 

ｳ  自主事業実施に係る経費に、指定管理料を充てることはできません。全て指定管理

者で負担してください。 
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ｴ  自主事業の収益の一部を、利益還元分として当該施設のサービス向上に活用してく

ださい。翌年度の利益還元の方策を毎年１２月末までに市に提出することとなって

いる事業計画書に記載してください。 

ｵ  利益還元を目的として施設の備品等を購入した場合、その所有権は市に帰属するも

のとします。 

(6)  その他 

ｱ  市民の皆さんが身近に利用できる施設になるよう、各部屋のみならずホールや通路

は清潔に保ち、利用者の利便性向上及び憩いの場としての創意工夫をしてください。

なお、休憩室（喫茶室）については市と協議し、自主事業において有効活用してく

ださい。 

ｲ  施設利用者の利便性及び集客力の向上を図るため、自主事業において物品の販売、

新しい土産品の企画、開発に努めてください。なお、物品の販売にあたっては、市

と事前に協議し承認を得てください。 

ｳ  施設利用者の利便性の向上を図るため、次に掲げる物品の販売を認めますが、市と

事前に協議し承認を得てください。 

・お茶、清涼飲料水、又はこれに類するもの（アルコール飲料を除く） 

・利用者の利便性を向上するために必要な物品（筆記用具等） 

ｴ  当該施設が、指定管理者により管理運営されていることを利用者に示すため、施設

内や案内パンフレット等に指定管理者名等を標示してください。 

ｵ  監督官庁への届出業務等管理運営に関する業務は必ず実施してください。 

ｶ  ＡＥＤを設置してください。 

 

6  管理業務を実施するにあたっての注意事項 

(1)  公の施設であることを常に念頭において、公平な運営を行うこととし、特定の団体

等に有利あるいは不利になる運営をしないでください。 

(2)  施設の設置目的に鑑み、事業実施にあたっては、瓦と地域文化の普及振興を図るた

めに活動するＮＰＯ又はボランティア団体等と協力・連携を図ってください。 

(3)  利用者の安全対策、防犯・防災対策等について、各種マニュアルを作成し管理業務

従事者を指導し、さらに万一に備えて訓練を実施してください。なお、不具合が生じ

た時は統括施設長の責任において改善を図ること。 

(4)  管理運営のための体制の整備 

ｱ  職員の雇用等に関すること 

・３施設（市立資料館、旧西川家住宅、かわらミュージアム）全体の統括施設長と

施設の管理運営を司る施設運営事務員を配置してください。また、管理運営に係

る全職員（臨時職員を含む）の勤務形態等については、特に労働基準法、労働安

全衛生法、その他労働関係法令を遵守し管理運営に支障のないように配置してく

ださい。なお、統括施設長は市立資料館及びかわらミュージアムと兼務とします。 

・職員に対して、施設の管理運営に必要な研修を実施してください。 

ｲ  経理業務、受付業務、帳簿作成業務、営繕業務、その他体制の整備に必要な業務を
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実施してください。営繕担当については資料館及び旧西川家住宅と兼任可能です。 

ｳ  近江八幡市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第 11 条の規定に基

づき指定管理業務に関する経理とその他の業務に係る経理とを区分してください。 

ｴ  作成された作品は、焼成炉において焼き上げるため、焼成炉を操作・維持管理でき

る職員を配置してください。 

(5)  サービスの向上 

・施設を清潔に保つとともに、利用者に対するサービスの向上を図り、利用者の増加

に努めてください。 

・指定管理者のスタッフは、建物や展示物等に関する知識を学び、利用者に対し積極

的に案内や説明をするなどのサービスの向上及び利用者の増加に努めてください。 

・チケットの販売方法等について工夫をするなどして、サービスの向上及び利用者の

増加に努めてください。 

・企画展示室及び研修室の貸館を推進することにより、施設の有効利用及び利用者の

利便性の向上を図ってください。 

・各種トラブル、苦情には、迅速かつ適切に対応し、対応状況等について定期的に市

に対し文書で報告してください。 

・マーケティング機能を強化し、利用者満足度の把握分析により、運営管理の改善を

図ってください。 

・利用者数について、過去の利用者数と比較し、利用者数の増減の要因を分析し、そ

の結果を市文化財担当職員に報告をするとともに、以後の業務に反映をしてくださ

い。 

(6)  施設の適正な維持管理 

・利用者が快適に施設等を利用できるよう日常の点検等により、適切な維持管理を実

施してください。 

・利用者からの安全管理に関する意見・要望を管理面に反映してください。 

・利用者への利用ルールを口頭説明・施設内掲示・パンフレットの配布により周知を

徹底するとともに、施設に対して危険行為または迷惑行為により他の利用者に影響

を与える利用者については、条例第１２条の規定に基づいた使用許可の取り消しを

行い、危険防止のための対応に努めてください。 

・イベント開催時や多く来館者が見込めるときを想定し、安全要領を制定するなど安

全対応に万全の体制を図ってください。 

・安全管理のため、利用しない部屋は必ず施錠してください。 

(7)  緊急時の対応 

・事故又は災害等が発生した場合に備えて対応マニュアルを策定するとともに、緊急

時を想定した対応訓練を実施し、万一の状態への対応に備えてください。 

・事故等が発生した場合は、対応マニュアルに則り、速やかに必要な措置をとるとと

もに、市を含む関係者に報告してください。またその後は市と協力し原因を調査し

てください。 

(8)  個人情報の保護 

・個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）等を遵守し、個人情報の
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漏洩、滅失又はき損の防止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を

講じてください。 

・管理業務に従事する者は、その業務に従事しなくなった後も含め、その業務に関し

て知り得た情報をみだりに他人に知らせ、又は不当に使用しないでください。 

・個人情報保護の重要性を管理業務従事者に周知を徹底し、万一これが漏洩した場合

を想定した対策を指定管理者の責任において講じてください。また、個人情報保護

に関する監査を定期的に実施し、監査結果については必ず市に対して文書にて報

告してください。 

(9)  情報公開の実施 

 指定管理者が、管理業務を行うにあたり保有している文書や、地域の活性化や市民

活動の促進に寄与する情報については、事前に市と協議した内容で別途情報公開規程

等を定めるなど適正な情報公開を行ってください｡ 

(10)  一括委託の禁止 

 管理業務を一括して第三者に委託することはできません。ただし、施設等の維持管

理を効率的に行うために必要と思われる業務委託については、市と事前に協議してく

ださい。 

(11)  施設としての協力 

ｱ  災害等の非常対応 

 地震、台風、その他の災害が発生し、当該施設を地域住民の避難場所、救援物資

の保管場所等に使用する場合は、これに必ず協力してください。なお、指定管理者

は地域住民に対し、定期的に非常事態の対応施設であることの周知に努めてくだ

さい。非常時の利用に伴う損失は指定管理料に含むものとし、原則、補填しません。

ただし、長期間にわたる利用となる場合は、市と指定管理者で協議のうえ、精算の

要否を判断します。 

ｲ  市の事業に対する協力 

 市が当該施設で事業を実施する場合は、施設の優先予約等の協力をお願します。 

(12)  管理業務の引継ぎ業務 

 指定管理期間の満了などに伴い、市が次期指定管理者選定のための説明会を開催す

る時や次期指定管理者への業務引継ぎについては、誠意をもって協力してください。 

(13)  施設賠償責任保険 

 身体上の損害について、被害者１名につき金１億円以上かつ１事故につき１０億円

以上、財物上の損害について、１事故２千万円以上の保険に加入してください。なお、

本市では、全国市長会の市民総合賠償保険に加入していますので、指定管理者は保険

加入の範囲を判断し、加入してください。 

(14)  税金について 

ｱ  指定管理者（公益法人等を含む）による施設管理運営に伴う契約行為は、税法上の

収益事業（請負業）に該当することから国税、県税、市税の対象となります。 

ｲ  基準期間において年間１，０００万円を超える課税売上高がある場合は、消費税の

課税対象事業所となります。 

(15)  管理口座、区分経理 
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 指定管理者業務に係る経理、自主事業に係わる経理、その他の業務に係る経理につ

いては、それぞれ独立した口座を設けて管理してください。 

 

7  協議 

指定管理業務の内容及びその実施については、この仕様書に規定するほか、疑義が生

じた場合は、市と指定管理者が協議し決定することとします。 

 

8  リスクの分担 

(1)  自主事業の実施に係るリスク 

ｱ  指定管理者が実施する自主事業についてのリスクは、すべて指定管理者が負担して

ください。 

ｲ  指定管理者が実施する自主事業の経営悪化に伴い、指定管理業務に影響を及ぼして

いると判断した場合は、自主事業の改善、中止等を命ずる場合があります。 

(2)  その他想定されるリスク 

ｱ  市と指定管理者のリスク分担は､原則として別表２のとおりとします。 

ｲ  別表２に定める事項で疑義がある場合、又は別表２に定めのないリスクが生じた場

合は、市と指定管理者が協議のうえリスク分担を決定することとします。 

 

9  実施状況の把握 

(1)  市は、指定期間中に管理業務の実施状況を把握し、良好な管理状況を確保するため、

次のとおりモニタリングを実施します。指定管理者が管理の基準や事業計画に示され

た業務などにおいて基準を満たしていないと判断した場合、市は改善措置を講ずる等

の指導を行います。さらに必要な場合は、業務の停止や指定の取消しを行う場合があ

ります。 

ｱ  事業計画 

指定管理者が行う自主事業計画、人員配置計画、収支予算書等を内容とする翌年度

の事業計画書を毎年１２月末までに市へ提出し、市の承認を得てください。なお、

自主事業計画については、提出時点で予定しているもののみを記載してください。

（自主事業計画は、随時、受け付けます） 

ｲ  事業報告 

①  月次報告書 

下記事項を記載した当該月の報告書を、翌月１５日までに市へ提出してくださ

い。 

・ 当該月の管理業務の実施状況及び利用状況 

・ 当該月の利用料金の収入実績 

・ 当該月の管理経費の収支状況 

・ その他市長が施設の管理実態を把握するために必要とするもの 



-10- 

 

②  年次報告書 

下記事項を記載した報告書を、毎年度終了後３０日以内に市へ提出してくださ

い。 

・ 当該年度の管理業務の実施状況及び利用状況 

・ 当該年度の利用料金の収入実績 

・ 当該年度の管理経費の収支状況 

・ その他市長が施設の管理実態を把握するために必要とするもの 

ｳ  利用者の意見の把握 

①  施設利用者の利便性向上や自主事業の充実を図るためアンケート等を実施し、

利用者の意見・苦情等を把握してください。その結果及び業務改善の状況につい

て市に報告してください。 

ｴ  調査 

①  市は、地方自治法第 244 条の 2 第 10 項の規定に基づき、必要があると認める

ときは、管理業務の実施状況又は経理の状況について、必要な報告を求め、実地

について調査し、又は必要な指示を行うこととします。 

 

10  指定管理料の支払い 

(1)  指定管理料の支払い額及び支払い月については、年度当初に市と指定管理者とで協

議のうえ、年度協定書として定めます。 

(2)  市は、指定管理者より提出される月次報告書（年度末においては年度報告書）の内

容を確認し、適正に管理運営が実施できていると判断した場合、当該月分の指定管理

料を月次報告書提出日の１月以内に支払います。 

(3)  次の経費については、年度末時点で不足又は余剰金があった場合に精算を行います。

なお、精算額は、原則、年度末の支払い額に対して追加又は減額することとします。 

ｱ  電気代 

年間経費の基準額を   円（消費税及び地方消費税含む）とします。この基準額

から±１０％以内の変動は指定管理者で負担してください。基準額の＋１０％を超

えた額は市から追加補填します。対して、－１０％を下回る額は市に返還してくだ

さい。 

ｲ  修繕費 

年間経費の基準額を   円（消費税及び地方消費税含む）とします。この基準額

に達していない場合は、その余剰額を市へ返還してください。 

 

11  その他 

(1)  改善勧告 

ｱ  指定管理者の責めに帰すべき事由により指定管理者による適正な施設管理が困難

となった場合、又はそのおそれがあると認める場合には、市は指定管理者に対し改

善勧告を行い、期間を定めて改善計画書の提出及びその実施を求めることがありま
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す。 

(2)  指定の取消し 

ｱ  次のいずれかの事由に該当するときは、市は地方自治法第 244 条の 2 第 11 項の規

定に基づき、その指定を取り消し又は期間を定めて業務の全部又は一部の停止を命

じることがあります。 

①  指定管理者の責めに帰すべき事由により、協定に定めた事項を履行しないとき

又は履行できる見込みがないと認めるとき 

②  財務状況が著しく悪化し、管理業務の実施が困難と認めるとき 

③  指定管理者の指定手続き及び管理業務の実施にあたり、不正の行為があったと

き 

④  管理業務に関して市長が求めた報告を行わず若しくは実地調査等を拒否又は

妨害したとき 

⑤  著しく社会的信用を損なう等により指定管理者としてふさわしくないと認め

られるとき 

⑥  市が、施設の管理運営及びサービスの提供を継続する必要がなくなったと判断

したとき。この場合、市は指定管理者に対して、６ヶ月前までに指定の取消しを

命ずる旨の通知を行なうものとする。 

⑦  その他指定管理者による管理を継続することが適当でないと認めるとき 
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管理業務１ 清掃業務 

当該施設の清掃業務仕様は、次のとおりとします。 

快適な環境、美観維持はもとより、健全な施設の保全を図るため、清掃業務を適切に実施

してください｡なお、清掃内容や場所、時間は市の承認を得た点検マニュアル、点検チェッ

クシートに基づき実施し、毎度終了後は必ず記録をして保存してください。 

 

1  清掃業務 

(1) 日常清掃（日単位での通年清掃） 

１階 常設展示室、企画展示室、受付、ロビー、ミュージアムショップ、事務

室、会議室、研究室、現像室、給湯室、道具展示室、体験工房 

   共用部（エントランスホール、エレベータ、廊下、トイレ等） 

２階 常設展示室、ギャラリー１、ギャラリー２ 

共用部（廊下等） 

屋外 正面玄関前庭、玄関横梅林庭、鯉の広場、別棟前小道、自転車置き場 

(2) 定期清掃（年２回） 

床ワックス掛け（２階常設展示室、事務所、会議室、研究室、エレベータ、研修 

室、廊下等） 

窓ガラス 

(3)  随時清掃 

研修室（部屋使用後） 

     フロアマットクリーニング 

 

2  ごみ等の分別 

指定管理者において分別し処分してください。また、収集したゴミは、分別し指定管

理者において、事業系一般廃棄物として処分してください。 

 

3  指定管理者の負担範囲 

清掃に必要な用具、消耗品は指定管理者の負担とします。 

 

4  業務の委託 

指定管理者が専門技術を有しない業務の場合、市の承認を得て専門業者等に委託する

ことができます。 

 

5  その他 

清掃に関し、施設等に損傷もしくは異常を認めた場合は、必ず市へ報告し指示に従っ

てください。 
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管理業務２ 警備保障業務 

当該施設の警備保障業務の仕様は、次のとおりとします。 

 

１．対象警備 

防犯対応業務、火災監視業務 

 

２．警備内容 

  ・警備用機器及びこれに付帯する機器により、対象警備業務について、早期発見及び

事故の拡大防止に関すること 

  ・異常事態の監視及び事故の拡大防止に関すること 

  ・異常事態発生時における事態の確認と対処並びに関係機関等への通報と連絡に関す

ること 

  ・警備実施事項の報告に関すること 

・その他防犯対応業務、火災監視業務に必要なこと 

 

３．警備業務の委託 

   夜間等、無人状態になる時間帯において、円滑かつ有効な警備、安全確保を行う事

を目的に、市の承認を得て、警備保障会社等に業務を委託することができます。 

 

４．警備業務報告 

   異常事態発生時は、緊急対処並びに関係機関に迅速に連絡するとともに、速やかに

電話もしくは他の方法により市の緊急連絡者に報告してください。 

また、後日、異常事態の発生状況等の内容を書面で市に提出してください。 

 

５．鍵・物品の管理等 

   市から管理を委託された警備実施に必要な鍵の取扱いについては、指定管理者が責

任をもって、これを管理、保管してください。 

 

６．緊急連絡先の届出 

   警備対象物件において異常事態が発生した場合、または指定管理者と市が相互に連

絡を必要とする場合には、双方が円滑に連絡等を行えるよう、次の項目を実施してく

ださい。 

   (1) 市の３名以上の緊急連絡者の連絡先を掌握し、連絡先・連絡方法等の一覧を作

成し、施設内に掲出する。ただし取扱いについては、個人情報保護の観点から

十分注意してください。 

  (2) 指定管理者は３名以上の緊急連絡者を定め、連絡方法等を市へ文書にて提出し

てください｡その変更がある場合は、指定管理者はその都度速やかに市へ文書

にて提出してください。 
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７．警備用機器の保守点検 

   警備用機器が正常な機能を維持するための保守点検を適宜実施してください。ただ

し、その機器に 異常を認めた時は、遅延なく補修、修理、取替えを行ってくださ

い。 

 

８．警備用機器の標識設置 

   警備対象物件に警備の効果を高める目的をもって警備を実施していることを表示し

ている標識を、施設の適宜な場所に設置することができるものとします。 

 

９．その他 

   警備業務に関し、この仕様書に定めのない事項もしくは疑義のある事項は、必要に

応じて市と協議のうえ決定するものとします。 
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管理業務３ 受電設備等保安管理業務 

 当該施設の受電設備等電気工作物の保安管理業務の仕様は、次のとおりとします。 

 

１．対象施設 

   施  設  かわらミュージアム施設 

   設備容量  ２００ｋＶＡ 

   受電電圧  ６．６ｋV 

   受電電力  １３５ｋW 

 

２．業務内容 

   電気事業法に基づき実施する保安管理業務は、次の各号のとおりとします。 

  (1) 日常巡視および点検の実施 

  (2) 電気工作物の維持及び運営が適正に行われるよう､定期的に行う電気工作物の点

検､測定及び 試験 

  (3) 電気工作物事故発生時の応急措置及び事故原因探求並びに再発防止のためにとる

べき措置 

 

３．保安管理業務の委託 

   指定管理者が電気主任技術者の選任ができない等の理由により業務が行えない場

合、市の承認を 得て電気保安業者等に委託することができます。 

 

４．保安管理業務報告 

   異常事態発生時は、緊急対処並びに関係機関に迅速に連絡するとともに、速やかに

電話もしくは 他の方法により市の緊急連絡者に報告してください。 

   なお、後日、異常事態の発生状況等の内容を書面で市に提出してください。 

 

５．緊急連絡先の届出 

   電気工作物に異常事態が発生した場合、または市と指定管理者が相互に連絡を必要

とする場合には、双方が円滑に連絡等を行えるよう、次の項目を実施してください。 

  (1) 市の３名以上の緊急連絡者の連絡先を掌握し、連絡先・連絡方法等の一覧を作

成し、施設内に掲出する。ただし取扱いについては、個人情報保護の観点から

十分注意してください。 

  (2) 指定管理者は３名以上の緊急連絡先を定め、連絡方法等を市へ文書にて提出

し、その変更がある場合は、指定管理者はその都度速やかに市に文書にて提出

してください。 

 

６．その他 

   保安管理業務に関し、この仕様書に定めのない事項もしくは疑義のある事項は、必

要に応じて市と協議の上決定するものとします。 
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管理業務４ 消防設備の管理業務 

当該施設の消防設備の管理業務の仕様は、次のとおりとします。 

 

１．点検業務 

(1) 機器点検及び総合点検を１年に各１回行うこと 

(2) 点検を行う設備は、次のとおりとします。 

①自動火災報知設備 一式 

②非常警報設備   一式 

③誘導灯設備  一式 

④屋内消火栓設備  一式 

⑤消火器具  一式 

 

２．点検回数 

   消防法・消防法施行令及び消防法施行規則に基づき、機能点検及び総合点検を必ず

年に１回実施してください。 

 

３．業務の委託 

   専門技術を有する業務のため、指定管理者は市の承認を得て専門業者に委託するこ

とができます。 

 

４．報告書の提出 

点検終了後、消防署提出書類を２部作成し消防署に提出してください。 

 

５．保守点検業務報告 

 指定管理者は、点検結果を書面にて市に報告してください。 

 また、点検による不備または使用中の障害発生時は速やかに修復するとともに、市

の緊急連絡者に連絡してください。 

 なお、後日、障害の発生状況等の内容を書面で市に提出してください。 
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管理業務５ 昇降機（エレベーター）保守点検業務 

当該施設の昇降機（エレベーター）保守点検業務は次のとおりとします。 

 

１．定期点検 

  (1) 定期点検は、技術吏員が月１回、年間１２回実施するものとします。 

  (2) 定期点検は、昇降機全般を点検し、必要に応じ清掃、給油、及び簡単な調整を行

うものとし、点検作業に必要な消耗品及び消耗材料を提供するものとします。    

(3) 定期点検の内容は、添付「点検内容」「付加価値・付加仕様点検内容」の通りとし

ます。 

(4) 定期点検の結果については、「メンテナンス報告書」にて報告するものとします。  

 

２．細密調査 

  (1) 細密調査は、細密調査員が年１回、機器装置の細部を調査するものとします。 

  (2) 細密調査の結果については、「年次細密調査報告書」にて報告するものとします。 

  

３．計測データ 

   細密調査の際、昇降機の運行状態及び特性を把握し、性能維持基準が保持されてい

ることを確認するためのデータを計測し、異常値が検出された場合は適切な処置を行

ない、その処置内容について報告し、記録を保管するものとします。 

 

４．作業時間 

   定期点検は、当該施設の開館時間内に行うものとします。 

 

５．定期検査 

   建築基準法第１２条に基づき行う定期検査を年１回実施するものとします。 

   

６．業務の委託 

   指定管理者が専門技術を有しない業務の場合、市の承認を得て専門業者等に委託す

ることができます。 

 

７．業務報告 

   指定管理者は、点検結果を書面にて市に報告してください。 

   また、点検による不備または使用中の障害発生時は速やかに修復するとともに、市

の緊急連絡者に連絡してください。 

なお、後日、障害の発生状況等の内容を書面で市に提出してください。 
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８．定期点検内容 

点 検 項 目 

1 かご運転確認  

1.1 制御記録 制御記録・起動回数の確認 

1.2 意匠・照明 機能動作・状態の確認 

1.3 操作盤・表示器 機能動作の確認 

1.4 走行・乗り心地・着床 機能動作・可動音の確認 

2 非常・安全装置  

2.1 非常連絡装置、停電灯   機能動作の確認 

2.2 戸閉安全装置 機能動作の確認 

3 機械室機器  

3.1 パワーユニット 状態の確認 

3.2 機械室機器  可動音・振動等の確認 

4 各階乗り場  

4.1 ドア開閉動作  機能動作・動作音等の確認 

4.2 意匠・敷居 状態の確認 

4.3 ボタン・表示器  機能動作の確認 

5 環境状態  

5.1 機械室の環境 室温・状態の確認 

5.2 かご上の環境 状態の確認 

5.3 ピット内の環境 状態の確認 
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管理業務６ 自動扉保守点検整備業務 

当該施設の自動扉保守点検整備業務の仕様は、次のとおりとします。 

 

１．保守対象の設置場所、住所及び機種 

設置場所  かわらミュージアム施設 

住  所  滋賀県近江八幡市多賀町７３８番地２ 

  機  種  DS-75D 型   １台 

 

２．保守点検整備の対象 

  ・ ドアエンジン駆動部装置 

  ・ ドアエンジン懸架装置 

  ・ ドアエンジン制御部装置 

  ・ ドアエンジン操作スイッチ及び検察 

 

３．保守点検整備の内容 

  定期保守点検は、次の項目とします。 

  ・ ドアエンジン装置各部の点検及び調整 

  ・ ドアエンジン開閉速度、クッション作動の異常有無の点検及び調整 

  ・ ドアエンジン装置の電気回路の異状有無の点検及び調整 

  ・ ドアが当たっていないか 

  ・ 消耗度の著しい部品はないか点検及び差し替え 

 

４．保守点検整備等物品の負担区分 

   保守業務に係る消耗部品は、受託者の負担とする。但し、保守点検以外の装置部品

の取り替え等を行なう場合の費用は、指定管理者の負担とします。 

 

５．業務の委託 

   指定管理者が専門技術を有しない業務の場合、市の承認を得て専門業者等に委託す

ることができます。 

 

６．報告書の提出 

   業務仕様書に基づき実施し、点検終了後報告書を作成し、報告してください。 
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管理業務７ 空調機保守点検整備業務 

当該施設の空調機保守点検整備業務の仕様は、次のとおりとします。 

 

１．業務場所  かわらミュージアム施設 

 

２．業務対象  空調機器（室内機）28 台及び室外機一式 

 

３．業務内容 

  (1) 業務対象機器について、故障を未然に防止し、また機器が正常動作するよう機械

的に障害がないかの点検を行う。またあわせて各フィルターの清掃を行う。 

(2) 点検は年間１回実施するものとする。 

 

４．業務の委託 

   専門技術を有する業務のため、指定管理者は市の承認を得て専門業者に委託するこ

とができます。 

 

５．報告書の提出 

業務仕様書に基づき実施し、点検終了後報告書を作成し、報告してください。 
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管理業務８ 焼成炉維持管理業務 

 当該施設の焼成炉維持管理業務は次のとおりとします。 

 

１．業務場所  かわらミュージアム施設 

 

２．業務対象  かわらミュージアム焼成炉 

 

３．業務内容 

   体験工房で製作された作品の搬入、搬出、焼成炉の操作、温度調整、日常点検、設

置場所及び周辺清掃を行うものとします。焼成炉の操作・維持管理留意事項は資料１

のとおり。 

  

４．業務報告 

   指定管理者は、日常点検の結果を書面にて市に報告してください。 

   また、点検による不備または使用中の障害発生時は速やかに修復するとともに、市

の緊急連絡者に連絡してください。 

   なお、後日、障害の発生状況等の内容を書面で市に提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



-22- 

 

資料１ 焼成炉の操作・維持管理留意事項 

 

(1) 焼成炉を運転する前に点検する項目 

   1) ガス検知器の作動試験を行う 

   2) 計器盤を ON にして、温度計、記録計の確認 

   3) 換気扇の確認 回転速度 シャッターが開放されているか 

   4) 室内の換気ガラリ（自転車置き場と間しきり壁下方の換気口） 

塵等により目つまりしていないか 

換気ガラリの前に物がおいてないか 

(2) 点火前点検（一次側ガスの確認） 

   1) ボンベの確認                    圧力計 

     ボンベのバルブを開く                                   5Mpa 

0.1Mpa 

   2) 流量計（数値の計測）  

     ボールバルブを開く 

(3) 点火準備 

   1) ガス圧調整器 戻り確認 

 2) 元バルブ 

   3) ガスボールバルブを開く                     

＊バーナーコック閉の確認 

   4) 三方コックの→（燃焼ガス）方向にする 

   5) バーナー側ガスボールバルブを開く                

   6) ガス圧調整器を廻して圧力を上げる（時計廻りで上昇）   3Kpa 

     ＊バーナー蓋をはずして、ガス探知器で検査 

(4) 点火 

   1) バーナー口へ点火した火種を持って行きバーナーコックを開く 

     エアー調整の開度が大きいとバックファイヤー（逆火）しますが、1 度コックを 

閉じ、消火したのを確認後、再度点火します。 

   2) 両側 1 対のバーナーを点火したらガス圧を調整します。  1.5Kpa 

   3) 制御盤の運転開始ボタンを押します。 

     随時バーナーを点火します。 

     随時ガス圧を調整します。 

     ダンパーの調整をします。 

   4) 換気扇の稼動 

    （低温時は煙突から換気させるため、運転させない） 

     ガス圧、ダンパー開度、バーナーエアー調整の確認 

     設定温度と実際の温度差が大きい場合は調整器で調整します。 

     設定した時間が来ると焼成完了のブザーが鳴ります。 
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(5) 火止作業 

   1) ガス圧を調整器で下げます。 

2) １本のバーナーを残しバーナーコックを閉じ消火します。   

   （エアー調整弁を閉じて消火すると、ポンと音がでません。） 

同時にバーナー蓋をセットします。 

3) ガス圧を調整器で０まで下げます。（バーナーがポンと音を出し失火します） 

4) ガスボールバルブを閉じてガスコックを必ず閉じます。    

(6) 燻化準備 

1) バーナー蓋の密閉をしたら煙道の蓋をします。 

   （朝顔のハンドルで締めますが、そんなに強く締める必要はありません。） 

2) 炉圧調整用の板をのせ、消音筒を乗せます。 

3) 炉圧計をセットします。 

(7) 燻化工程 

   1) セットした温度が来るとブザーがなります。（火止めしてから約 1 時間後） 

   2) 三方コックの→（燻化ガス）方向にする。 

   3) 燻化ガスボールのバルブを開く 

＊時間の計測                       

   4) ガス圧の調整器でガスを送る。             0.5Kpa 

                                水中計 40mm 前後 

     ＊炉圧計の確認 

燻化ガスを燃焼させる。（公害対策） 

   5) ガス圧調整器でガス圧下げ、ボールバルブを閉じる      

   6) 暫くしたら消音筒、炉圧調整板を外す。（高温になっているので火傷に注意す

る） 

     20～30 分後フカセ穴にキャップします。 

   7) 室内のガスコックはすべて閉の確認             

(8) 冷却工程 

＊特に作業はありません。扉の締め付け等は燻化工程後再度確認すれば最良で 

す。 

＊早く冷却するほど銀色は鮮明になります。 

(9) 窯開け 

250℃以下になれば扉を開いてください。 

   計器盤を OFF にして次回に備えます。 
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別表１ 備品一覧 

事務室・焼成炉 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

  NTT 電話機 ２ 事務室  

9 2004-04-

02-004 

NTT ファックス 1 事務室  

72～75 28-1～4 応接セット 1 事務室 テーブル 1・ソフ

ァー1・チェア 2 

573 80-15 強化液消火器 3 事務室 事務所 1・裏口

1・湯沸室 1 

629 100-1 シューズボックス 2 事務室 事務所 1・裏口 1 

592 81-18 消火器 Box 2 事務室 事務所 1・裏口 1 

63 23-5 書類整理庫 1 事務室  

49～54 21-1～8 チェア CR-M20KM 7 事務室 事務イス 

48 20-1 チェア肘付 

CR-GP26KM-W 

1 事務室 CR-GP26KM-W 

37～43 18-1～7 デスク 

片袖机 SA-N128S3 

7 事務室 

館長室 

SD-BDN128Ｐ3 

MM 

114 35-1 ビジネスセーフ 1 館長室 耐火金庫    

HS-E31M 

56～57 22-2～3 保管庫 2 事務室 館長室２ 

36 17-1 両袖机デスク 

SD-N168D33 

1 事務室 SD-BDN168D33 

MM 

28 6-1 ワイヤレスアンプ 

セット 

1 事務室 

(研修室用) 

WX-205C   

WX-D300B/C 

29～30 7-1～2 ワイヤレスマイク 2 事務室 

(研修室用) 

WX-1500/C 

46～47 19-1～2 脇机 2 事務室 

館長室 

SD-BDN48E3 

MM 

65・66 24-１・ 

24-２ 

保管庫 ２ 事務室  

105  パーテーション 1 事務室  

  消火器 １ 焼成炉  

 

その他 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

  ミュージアムケース ２ 館内  
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受付・エントランス 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

  ＮＴＴ電話機 1 受付  

372・385 60-12 

60-25 

イス(茶） 2 エントラ

ンス 

 

338 59-５ 円形テーブル 1 エントラ

ンス 

 

562 80-1 消火器 3 エントラ

ンス 

 

578 81-1 消火器 Box 3 エントラ

ンス 

 

  身障者用車イス 1 ミュージア

ムショップ 

 

659 1 あ９-

1945 

電子レジスター 1 受付 テック MA-301-

5 2802N283547 

107 30-3 パーティション 

PA-512Ｎ 

1 ミュージア

ムショップ 

PA-512N 

15 2004-01-

04-003 

パンフレットスタン

ド 

3 エントラ

ンス 

 

323 55-3 ミュージアムケース 1 ミュージア

ムショップ 

 

 

瓦亭 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

340～347 59-7～14 イス(各種色有り） 43 瓦亭 1F 内 4 は 1F カウン

ター席用 

339 59-6 円形テーブル 3 瓦亭 1F  

568 80-8 消火器 2 瓦亭 1F1・2F1 

583 81-8 消火器Ｂｏｘ 2 瓦亭 1F1・2F1 

336～337 59-3～4 正方形テーブル 6 瓦亭 1F CT-40 

334～335 59-1～2 長方形テーブル 3 瓦亭 2F CT-41 
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研修室 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

644 115-1 NTT 電話機 1 研修室  

76～96 29-1～21 会議テーブル 29 研修室 KT-S63M 

117～154 38-1～39 会議用チェア 130 研修室 CV-NM1K8  

109 31-1 回転黒板 2 研修室 BB-R136WIWIN 

604 (A-2) 司会者用演台 1 研修室 WA-111T 

558 79-2 消火器 2 研修室  

589 81-15 消火器 Box 2 研修室  

236～243 39-1～15 チェアポーター 8 研修室 会議用チェア台車  

603 (A-1) レクチャー演台 1 研修室 WA-10TN 

 

道具庫 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

660 1 あ 9-

1946 

電気ドリル 1 道具庫 DP3001 

64 23-6 保管庫 S-D330C 1 道具庫 S-330AY 

117～154 1 あ 9-

1947 

丸のこ 1 道具庫 マキタ 5807A、

19255-8 

 

常設展示・道具展示室 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

563～567  強化液消火器 7 常設他 常設 1F 2・ 2F 

4・道具展示室１ 

579～580 81-2～6・

9・10 

消火器 Box 7 常設他 常設 1F 2・ 2F 

4・道具展示室１ 

333 58-1～3 ロビーチェア 3 常設２F 小 1・大２ 

  いす 

(背もたれ付 黒) 

4 常設２F  
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管理棟 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

  NTT 電話機 1 管理棟  

 29-29 会議テーブル 1 管理棟 KT-S63M 

  クリーンロッカー 1 管理棟  

559  消火器 1 管理棟  

44 18-8 デスク片袖机 

SA-N128S3 

1 管理棟 SD-BDN128P3 

MM 

62 23-3 保管庫Ｓ-D330C 1 管理棟 S-330AY 

  ロッカーLK-4MC 1 管理棟  

631 100-3 シューズボックス 1 管理棟  

 

体験工房 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

  NTT 電話機 1 体験工房  

557  消火器 1 体験工房  

590 81-16 消火器 Box 1 体験工房  

525～549 77-1～25 体験教室用角イス 33 体験工房 SG-T21M 

551～556 78-1～6 体験教室用工作台 6 体験工房 SG-T3254M 

55 21-8 チェアー  

CR-M20KM 

1 体験工房  

45 18-9 デスク片袖机 

SA-N128S3 

1 体験工房 SD-BDN128P3 

MM 

658 1 あ 9-

1944 

土練機 1 体験工房 ステン羽根 

KM-200Ｓ型 

 

研究室 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

610～619 95-1～10 近江蒲生郡史 10 研究室  

397 67-１ 会議用長方形テーブ

ル 

1 研究室 小 MT-T155F11 

638 109-1 デスク片袖机 1 研究室 SD-S53 

70 26-1 クリーンロッカー 1 研究室 CLK-45M 

505～506 75-1～2 書棚 2 研究室 BL-71130 

55 21-7 チェアー 

CR-M20KM 

1 研究室  

58・59 22-1、22-4 保管庫 S-D3625 2 研究室  
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企画展示・収蔵室 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

  アルミ製一輪車(大) ２ 収蔵室 大１・中１ 

413～427 70-1～15 イベントパネル 15 収蔵室 SNP-E64MN 

428～456 71-30 イベントパネル用ポ

ール 

21 収蔵室 ベース含む 

305～309 52-1～5 重量ラック RH-S11S 4 収蔵室 RH-S11S 

577 80-20 消火器 1 企画展示室  

593 81-20 消火器Ｂｏｘ 1 企画展示室  

 

会議室・更衣室 

整理番号 備品番号 通称名 数量 設置場所 規格等 

411・412 69-5～6 会議用小イス（青） 2 会議室 CY-Ｍ500Ｋ824 

396 66-1 会議用楕円テーブル 1 会議室 大  

MT-TD159Ｆ11 

60～61・

64 

23-1～2・

4 

保管庫 S-D330C 3 会議室 S-330AY 

31 8-1 マイクスタンド 1 更衣室

(研修室

用） 

WN-422  

  ミュージアムケース 1 廊下  

67～69 25-1～3 ロッカーLK-4MC 3 更衣室 LK-4M  

男１・女２ 
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別表２ 指定管理者と市とのリスク分担一覧表 

種  類 内         容 
負 担 者 

市 指定管理者 

物価等の変動 

物価変動に伴う経費の増（基本協定書等に精算について記載があ

るもの） 

協定書等に 

記載の通り 

物価変動に伴う経費の増（上記以外）  〇 

金利変動 金利の変動に伴う経費の増  〇 

需要の変動 
利用者の減少、需要見込みの誤り、その他の事由による利用料金

収入の減 
 〇 

周辺地域・住民

および施設利用

者への対応 

周辺地域との協調、施設の管理運営業務の内容に対する住民およ

び施設利用者からの苦情・要望等への対応 
 〇 

法令の変更 

施設等の設置基準の変更により施設等の新設又は改築を要するも

のなど管理運営に影響を及ぼす法令変更 
○  

管理基準の変更を要する法令変更 ○  

指定管理者に影響を及ぼす法令変更  ○ 

税制度の変更 
指定管理者制度に影響を及ぼす税制変更（消費税等） ○  

指定管理者に影響を及ぼす税制変更（法人税等）  ○ 

政治、行政的理

由による事業変

更 

政治、行政的理由から、施設管理、運営業務の継承に支障が生じた

場合、又は、業務内容の変更を余儀なくされた場合の経費および

その後の維持管理経費における当該事情による増加経費負担 

○  

不可抗力 

不可抗力(暴風、豪雨、洪水、地震、落盤、火災、争乱、暴動その

他の市又は指定管理者のいずれの責めにも帰すことのできない自

然的又は人為的な現象)に伴う、施設、設備の修復による経費の増

加 

○  

不可抗力による業務の変更、中止、延期  △(*1) 

運営リスク 

施設、機器等の不備又は施設管理上の瑕疵および火災等事故  ○ 

改修、修繕、保守点検等による施設の一時利用停止  ○ 

改修、修繕、保守点検等による施設の長期利用停止 〇  

書類の誤り 
市が責任を持つ書類の誤りによるもの（仕様書等） ○  

指定管理者が申請した内容の誤りによるもの（事業計画書等）  ○ 

資金調達等 運営上必要な初期投資、運営資金の確保  ○ 

施設・設備の損

傷 

経年劣化によるもの（基本協定書記載の負担上限に達するまで）

※大規模な施設工事や高額な備品交換は除く 
 ○ 

経年劣化によるもの（基本協定書記載の負担上限を超えたもの） ○  

第三者の行為から生じたもので相手方が特定できないもの 協議 

指定管理者による施設等の管理運営上の瑕疵によるもの  ○ 

第三者への賠償 管理業務の執行に伴い第三者に損害を与えた場合 協議(*2) 
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安全性の確保、

環境保全 

維持管理、運営における安全性の確保および周辺環境の保全（応

急措置を含む） 
 ○ 

セキュリティ 
警備不備や管理不備による情報漏洩、犯罪発生等  ○ 

情報通信機器の機能不備や管理不備による情報漏洩、犯罪発生等 協議 

事業終了時の費

用 

指定管理期間が終了した場合又は期間途中において業務を廃止し

た場合における事業者の撤収費用（原状回復費用を含む）および

新しい指定管理者への引継費用 

 ○ 

※指定管理業務に係わるリスク分担です。自主事業は指定管理者の責任で実施ください。 

 

*1 大規模災害等の発生により施設を避難所等に使用する場合における経費及び利用料金制度による利用

料の取り扱いについては、指定管理者に対し著しい不利益とならないことを基本として市と指定管理

者で協議を行うものとする。 

（ただし、当該施設の損壊等により指定管理者の業務の履行が不可能となった場合は除く。） 

*2 市と指定管理者で協議し、互いに加入する保険の適用範囲から負担者を定める。ただし、指定管理者

の瑕疵による事故等の場合は、指定管理者とする。 
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図面１ 施設管理範囲 
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